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「「未来の学術振興構想」
(1) 中長期の研究計画に加えて、
今後20～30年先を見通した
学術振興の「グランドビジョン」を複数提示し、
それぞれの「グランドビジョン」について、その
実現の観点から必要となる「学術研究構想」を示
す。

(2) 複数の研究コミュニティが連携した複合的な
「グランドビジョン」・「学術研究構想」。

（人文・社会科学分野が中核的に関わる「グラン
ドビジョン」・「学術研究構想」も）



「「未来の学術振興構想」
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「「未来の学術振興構想」

文部科学省のプログラム
「学術研究の大型プロジェクトの推進に関する基本構想」
（ロードマップ2023）
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日本学術会議
「オープンサイエンスの深化と推進に向けて」
（喜連川 優 委員長, 2020）

(1) 研究論文のオープンアクセス(OA)化
(2) データや査読プロセスのオープン化

や成果発信・管理

➡研究データの保全・共有や
デジタルデータ整備

➡研究成果をもたらした第１次物質的試料の永久保存体
制の構築、それらの背景となった第０次試料の選択的保
存について基本方針を確立する必要

➡早急に取り組むべき課題



地球惑星研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築
①日本が保有する地球惑星研究資料を系統的にアーカイブし、
『統一』データベースを作る。
②日本が保有する地球惑星研究資料を保管し、国内・海外の研究
に提供するシステムを構築。＋先端解析技術の提供
地球惑星研究資料：国内・海外で採取した, 

岩石, 鉱物, 隕石, コア, 鉱産資源, 化石：実試料
写真, 地形, 地下データ：デジタル化できる資料

➡デジタル化＋オープンアクセス化



時代背景
社会的背景
①データのアーカイブ化とオープンアクセス化は社会の責
務といった国際的協調体制
((Rabesandratana, 2019/01/04:Science) 

②研究不正などの防止の面から、オリジナル資料・デー
タの保管が義務・奨励

③学術的価値の高い資料の散逸の危機
④海外ではキュレーション施設が機能

学術的背景
①貴重な資料の有効活用
(海底試料・紛争地域・都市化など）

②基礎データのある試料を将来の研究に有効活用
③国内外での共同研究の促進



１１）学術的価値
①国内には、これまでに科研費などで、日本のみならず
世界中から集めた貴重な岩石、化石試料がある。
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②日日本特有の岩石･コレクション：海外にはない独自性

(１) 大陸成長の現場
(２) 沈み込み帯特有：

マグマ、マントル、
変成岩
地震の試料

(３) ２億年前以前の
海洋堆積物
（付加体構成物）

１）学術的価値



（４）各機関の試料例
(1) 南極試料
(2) 南極隕石
(3) 熱水鉱床
(4) シベリア・極東ロシア
(5) フレンチポリネシア（フランス領）
(6) 紛争＋α地域：チモール、コンゴ、ソロモン諸島

コルゴナ（コロンビア）
(7) プルーム岩石や捕獲岩➡マントルマッピング（地球物理）

超高圧実験
(8) 各種化石➡化石の無機・有機分子化学分析
(9) 東北地方太平洋沖地震の津波堆積物
(10) むかわ竜（2003年に発見。むかわ町立穂別博物館保管）
(11) 国内のダムの底, 現在市街地など失われた露頭
(12) 各火山の過去の噴出物➡将来の高精度化学分析(D/H比等):

水素爆発メカニズム・予測
(13) 南海トラフ地震断層岩➡ナノスケールXRD, ナノスケール

同位体分析, 高空間分解能ラマン分光分析➡地震予測
(14) 戦前試料・資料
(15) 規制以前の試料
(16) 火山, 地震・断層, 地形, 映像(沖縄＋α)
(17) 湖底堆積物➡古環境解読・将来の気候変動予測



(1) 5~10 年（短期的成果）
③地球惑星研究資料を用いた研究計画
１１）学術的価値

①超大規模火山

③物質大循環（沈み込み･核）

②地震の発生機構
（陸上・掘削地震断層）

④地球史研究

⑤海底資源

⑥古環境解読･
将来の環境変化予測

(2) 20~30年（長期的成果）
(1) 5~10 年（短期的成果）



(2) 20~30 年（長期的な成果）

③地球惑星研究資料を用いた研究計画
１１）学術的価値

➡研究技術の発展に伴い、現在できないことができるようになる
（超微量・超高精度分析，超微小分析）

➡新しいものの見方がされ、新たな発見へ。
➡バージェス頁岩(採取年1909~1920➡研究年：1973～)。
アノマロカリス･ハルキゲニア

➡月の石(採取年1970年代➡研究年：現在も)：月に水が発見

➡今まで見過ごされてきたもの＋大規模・系統的な再研究
➡REE泥(採取年1968~1984➡研究年：2010～)。



２）社会的価値(国民の理解，知的価値，経済・産業的
価値)
①国民の理解：金と労力をかけて、国内のみならず、

世界中から集められた試料の有効活用。
➡もう一度採取するのに莫大なお金と労力
➡一次データを得るのに多くの費用・時間と労力

③国家的価値：大陸棚延伸などの国家間の条約の基礎
データ

④経済・産業的価値：減災・インフラ建設・維持管理

➡資料の維持・管理の重要性

②知的価値：これまでに多くの成果が得られてきた試料



３３）緊急性
①オープンアクセス化・オープンサイエンスは時代の潮流
②システムの未整備➡世界的重要な試料の散逸の危機

➡その試料の置き場がなく、
廃棄されてしまう危機的状況

③都市化＋地方や山間部の公共工事の減少
➡貴重な露頭の損失と減少

④海外でも
➡都市化の問題。
➡紛争している。
➡文化保護政策等により、試料の採取や持ち出しが

制限（遺跡、文化財・動植物）➡豪、仏、中国等。
安全保障面も

➡国家として、地球惑星試料を研究用に採取・保管する仕組み。
早急にする必要



４４）海外では

共通のバーコードを配布➡岩石試料版DOI



５５）国内の状況
①個々のデータベース➡統合データベース

②個々でキュレーション：極地研の隕石、国立科学博物館
JAMSTEC、東工大➡包括的な取組み

③スペースが困窮（すでにキャパシティーを超えている）



５５）国内の状況

地球惑星研究試料のアーカイブ化とオープンアクセス化
が課題



『未来の研究者との共同研究』

ー地球惑星研究資料のアーカイブ化と
キュレーションシステムの構築ー


